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提言に向けての骨子（案） 

 

 

≪鉄道資産の利活用検討に当たっての基本的な考え方≫ 

◎ 安全性が担保できないものや将来に負担の生じる可能性のあるも

のについては，次世代にマイナス（負の遺産）となることを見据

え，譲渡を受けることについて，より慎重な検討が必要である。 

 

○ 地域活性化・観光振興に資するもので，かつ，周辺地域のまちづ

くりとの連携の中で経済波及効果が見込まれるものについては，

利活用に係る具体的な検討を行うこと。 

 

○ 生活道路対策，緊急時の避難経路対策としての道路拡幅・道路改

良は，最も優先されるべきものと考えられる。その際，利便性，

交通安全対策，通学路の確保及び災害時対策の観点からの検討が

望まれる。 

 

◇ 維持管理については，活用の有無に限らず，適切な管理が行われ

るべきである。 

 


